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１．矢掛町の

■海溝型地震の長期評価

南海トラフの地震
（Ｍ８～９クラス）

今後30年以内の発生確率
→70％程度

（※南海トラフ巨大地震の発生確率

は調査・研究中）

海溝型地震の長期評価（地震調査研究推進本部による） 2

地震環境



１．矢掛町の

■主要活断層帯の地震

岡山県、矢掛町周辺域で
想定されている活断層帯
はない。

主要活断層帯の長期評価（地震調査研究推進本部による） 3

【参考：2010.8時点抜粋】

熊本地震

地震環境
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２．南海トラフ巨大地震

■震度階分布

・矢掛町中心部を始めとする、

主要生活圏は震度６弱

・その他の地域は震度５強

※一般的に、震度５強程度から被害が

出始め、震度６弱程度から被害が

目立つようになる。

※「岡山県地震・津波被害想定調査報告書」（H25.7）より抜粋

【参考：南海トラフ巨大地震の震源域（例）】

震度５強

震度６弱
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２．南海トラフ巨大地震

■液状化危険度分布

・小田川沿い低地部を中心に、

液状化危険度は極めて高い。

※「岡山県地震・津波被害想定調査報告書」（H25.7）より抜粋

【参考：液状化危険度判定例（三谷駅近隣小田川沿い】
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震度６弱相当

震度５強相当

液状化危険度が非常に高い

液状化危険度が高い
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２．南海トラフ巨大地震

■建物被害 揺れによる被害に加え、液状化による被害もかなり多い。

※「岡山県地震・津波被害想定調査報告書」（H25.7）より抜粋

揺れ（全・半壊439棟） 液状化（全・半壊395棟）
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３．活断層の活動に起因する地震

■岡山県による想定地震

※岡山県の「断層型地震の被害想定について」（H26.3）より抜粋

矢掛町

（Ｍｗ７．６）

（Ｍｗ６．９）
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３．活断層の活動に起因する地震
■震度階分布 （長者ヶ原－芳井断層の地震 Ｍｗ６．９）

※岡山県の「断層型地震の被害想定について」（H26.3）より抜粋

矢掛町は

震度５強～５弱
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３．活断層の活動に起因する地震

■震度階分布 （中央構造線断層帯の地震 Ｍｗ７．６）

※岡山県の「断層型地震の被害想定について」（H26.3）より抜粋

矢掛町は震度４以下→
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３．活断層の活動に

■液状化危険度分布
（長者ヶ原－芳井断層の地震 Ｍｗ６．９）

・震度５強～５弱ではあるが、

町西部の低地部を中心に、

居住域の液状化危険度が高い。

※岡山県の「断層型地震の被害想定について」（H26.3）より抜粋

起因する地震
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３．活断層の活動に起因する地震
■建物被害 （長者ヶ原－芳井断層の地震） 液状化による被害が意外と多い

※岡山県の「断層型地震の被害想定について」（H26.3）より抜粋

揺れ（全・半壊20棟） 液状化（全・半壊152棟）
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４．全国どこでも起こりうる直下の地震

■防災対策上考慮すべき直下の地震

・活断層は、活動によるズレが地表に現れることにより、初めて確認できる。

・規模の小さい地震などは、地表までズレが生じず、確認できていない活断層

も多数存在する。

・新潟県中越地震（2004年）や能登半島地震（2007年）は、従来確認されてい

なかった断層が活動したものによる。

・内閣府中央防災会議では、上記理由から、首都直下地震対策専門調査会

の報告書で、想定できる地震とは別に、「全国どこでも起こりうる直下の地

震」を防災上考量する必要があることを示しており、その地震規模は、過去

の事例等も踏まえ、モーメントマグニチュードMw6.8（気象庁マグニチュード

Mj7.1）としている。

・矢掛町では、上記直下の地震（ただし、Mj6.9）を想定した地震ハザードマッ

プを作成・公表している。



13

４．全国どこでも

■震度階分布

想定されている

・南海トラフ巨大地震

・長者ヶ原－芳井断層の地震

よりも大きな、震度６強が予測

されている。

■液状化危険度

南海トラフ巨大地震での震度

６弱による液状化予測よりも、

さらに厳しい液状化危険度が

想定される。

※矢掛町「地震ハザードマップ」（H●.●）より抜粋

起こりうる直下の地震

→震度６強

14

４．全国どこでも起こりうる直下の地震

■建物被害の想定

・南海トラフ巨大地震 ： 震度６弱 → 全壊約30棟（全壊率約0.5％）

・全国どこでも起こりうる直下の地震 ： 震度６強 → 全壊率15～50％程度？

→ 全壊900～3,000棟？
木造建物全壊率の被害関数
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５．矢掛町で想定される地震被害

■熊本地震の地震動（震度階）分布

※日本地震工学会大会「2016年熊本地震における最大地動分布の推定」末冨他より抜粋・加筆

熊本地震（2016.4.16本震）

熊本地震
（2016.4.14前震）

■：震度７
■：震度６強
■：震度６弱
■：震度５強
■：震度５弱
■：震度４
■：震度３以下

益城町役場

KMMH16KMM006
JMA熊本

西原村役場
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５．矢掛町で想定される地震被害

南阿蘇村 木造アパートの傾斜

■揺れによる被害

想定される地震動：震度６弱～６強

→熊本地震による同程度の地震動

地域の被害状況をイメージ

南阿蘇村 木造アパートの倒壊と道路閉塞

南阿蘇村 木造住宅の倒壊
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５．矢掛町で想定される地震被害
■熊本地震による噴砂（液状化）の分布と微地形区分

※「平成28年（2016年）熊本地震液状化調査報告（第3報）」若松他より抜粋

扇状地・後背湿地・

火山山麓地などで

噴砂が多い
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５．矢掛町で想定される地震被害

熊本地震の被害地域

■微地形分布の比較

矢掛町

※防災科学技術研究所「Ｊ－ＳＨＩＳ」による

矢掛町の生活圏は、熊本地震で液状化被害の多かった

地形と同様の扇状地・谷底低地が広く分布する。
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５．矢掛町で想定される地震被害

熊本市西区中原町 畑？の噴砂

■液状化被害

熊本地震等による同様の条件での

被害状況をイメージ

熊本市南区 噴砂と塀の不動沈下

熊本市西区中原町 路面陥没（管渠埋め戻し土？）

※「平成28年熊本地震による白川下流域における液状化の発生と被害（速報）」青山より抜粋
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５．矢掛町で想定される地震被害

熊本市東区秋津町 住宅の地盤沈下

■液状化被害

矢掛町 国道486号新栄橋

益城町 橋梁背面盛土の沈下

例えば？
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５．矢掛町で想定される地震被害

益城町 下水道管路部の路面陥没

■液状化被害

新潟県中越地震長岡市 人孔の浮き上がり

東日本大震災稲敷市（震度５強程度） 噴砂と電柱傾斜
熊本市東区秋津川 堤防の沈下

（「2016年熊本地震地盤被害と復旧状況」清田他より抜粋）
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６．今後の課題
●多くの建物被害が想定される

→建築年の古い木造建物を中心とした着実な耐震対策の推進

→多くの人が集まる公共施設等の非構造部材を含めた耐震対策の推進

●道路陥没・段差や沿道建物の倒壊等による多くの道路閉塞が想定される

→道路盛土・施設や下水道等埋設管の液状化対策を含む耐震対策の推進

→道路閉塞を防ぐための沿道建物・塀の耐震対策推進

→避難所・防災拠点等への物資の搬送が滞る可能性があることを踏まえた生

活必需品・資機材等の備蓄推進

→地域の危険箇所の把握と避難のための避難所・避難路の確認・確保

●建物倒壊やライフラインの途絶による多くの避難者発生が想定される

→多くの避難者発生による混乱を防ぐための避難所開設・運営マニュアル作

成や地域で連携した訓練の推進

→建物被害による閉じ込め等に備えた要配慮者の支援方策確立

→下水道の機能不全に備えた個人での簡易トイレ備蓄と仮設トイレ等の確保


